




























【結果】 対象者は男性 3 名，女性 1 名の計 4 名（平均年齢 43.2±6.18 歳），診断名は胃
がん 2 名，大腸がん 1 名，肝臓がん 1 名であった．全員が担当医から病状説明を受け，緩
和・延命目的で外来化学療法を受けていた．3 名は緩和ケアチームの介入があり，2 名は疼
痛緩和のためのオピオイドを使用していた． 
 データ分析の結果，プログラムの効果として，タブレットを活用した症状モニタリング
により≪自分の身体との対話≫，≪その日の体調の見極めと過ごし方の検討≫，≪医療者
に身体症状を明確に伝える準備≫等が可能となり，持ち運びが容易なタブレットが身近に
あることで≪常に見守られている安心感≫，≪相談相手がいる安堵感≫等が得られていた。
また、タブレットを通した研究者との交流により≪対処方略の肯定・保証による自信≫，
≪素の自分を表出できる安堵感≫，≪社会とのつながりの維持≫等が得られた． 
（測定用具による評価は，現在，全ての調査票が返送されていないため省略とする） 
【考察・結論】 本研究で開発したプログラムは，在宅療養生活を送る終末期がん患者に
対する支援機能として作用し，身体症状の把握および早期対処等の症状マネジメントに役
立ち，心理社会的支援につながることが示唆された．今後の課題として，高齢者でも容易
に操作可能な入力画面の改善，医療機関との連携の強化を図る必要があると考える．  
〔学会発表・論文発表の状況〕  
・日本緩和医療学会学術大会および日本がん看護学会学術集会で発表予定である． 
